平成28年11 月１ 日
  東海各県高体連卓球専門委員長　様
　東海選抜卓球大会出場監督　様
東海高体連卓球専門部
第４４回全国高等学校選抜卓球大会東海選考会
兼 平成２８年度東海高等学校新人卓球大会
試合方式について
　平素よりお世話になっております。
  見出しの件について，試合方式を連絡します。大会当日の混乱を避けるため，参加校の監督・選手は事前に周知いただくとともに，ご不明な点につきましては下記まで直接連絡いただくか，各県高体連卓球専門委員長にお問い合わせいただきますようお願い申し上げます。
　
           　　　　　                    連絡先　東海高体連卓球専門部
                        　　　　　               ブロック代表　田中　正一
                        　　　　　       　　　　〒503-8521
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岐阜県大垣市南若森301-1
                              　　　　　         　　　　　　岐阜県立大垣工業高等学校　内
　　　　　　　　　　                    　　　　 TEL(0584)81-1280  FAX(0584)79-9324
東海高体連卓球専門部
第４４回　全国高等学校選抜卓球大会東海選考会規定
	１．大会参加規定
 (1)全　体
 (2)各県参加校数
 (3)希望枠
 (4)本大会出場枠
 (5)推薦校
２．組合せ
３．試合方式
４．試合順序

５．大会日程
６．その他
	○男女２０校とする。（推薦校は別に参加することができる。）
○基本配分４校×４県＝１６校。
○残り４校は日本卓球協会個人登録数(前年度１月実績)により比例配分する。　ただし，１県の参加校数は最大６校とする。
  (今年度は愛知男女６校，静岡男女５校，岐阜男女５校，三重男女４校)
○近畿→北信越→東海のローテーションでブロックに割り当てられる。
　(東海は平成24年度より3年ごと)
○男女とも過去３年間で本大会出場数の一番少ない県で，当年度の東海選考会成績最上位校とする。同一の場合は対戦する。
○前年度実績による推薦校と開催県出場校はカウントしない。
○前回の希望枠出場校はカウントする。
○該当県複数の場合は東海選考会成績上位校とする。同一の場合は対戦する。
○全国高体連卓球専門部の規定による。(平成28度は男子５校，女子６校)
○前年度実績(前年度全国選抜大会1・2位校)による推薦校は東海選考会には出場できない。推薦校は東海選考会１位校と東海高校新人卓球大会優勝決定戦を行うことができる。
○開催県出場枠による推薦校は東海選考会予選リーグには出場せず，決勝トーナメントより参加しなければならない。
○本抽選の抽選順は各校の監督がジャンケンで決定する。
○各県１位校による抽選を行い，Ａ～Ｄリーグに割り振る。
○各県２位校による抽選を行い，Ａ～Ｄリーグに割り振る。ただし，１位校のいるリーグには入らない。
○各県３位校を１・２位校のいないリーグに抽選で配置する。
○４位校は自動的にリーグの割り振りが決定する。
○各県５・６位校はフリー抽選とし，予備抽選の順で抽選を行う。ただし，各リーグ内の同県チームは２校以内とする。
○決勝トーナメントは，Ａ～Ｄ予選リーグ１位校によるフリー抽選で配置を決定する。(県バランスは考慮しない)
○順位決定トーナメントはフリー抽選で配置を決定する。(県バランスは考慮しない)
○予選リーグ５校×４ブロック。
○１位校による決勝トーナメント。
○２位校による代表決定トーナメント。
予選リーグ第１試合　１－５　２－４　３－×

予選リーグ第２試合　１－４　２－３　５－×

予選リーグ第３試合　１－３　４－５　２－×

予選リーグ第４試合　２－５　３－４　１－×

予選リーグ第５試合　１－２　３－５　４－×

○大会は３日間とし，１日目に監督会議(組合せ抽選)，予選リーグを男女とも２試合を行う。
○２日目は予選リーグを男女とも３試合を行う。
○３日目は男女とも決勝トーナメント準決勝・決勝，代表決定トーナメント１回戦・２回戦を行う。
○ただし、東海高校新人卓球大会優勝決定戦を行う場合はこの限りではない。
○不測の事態が生じた場合は各県専門委員長による協議によって決定する。


